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米つくり体験隊（３）  ＊＊ 稲の成長 ＊＊            （２０１５．７） 
 
 

 

（２０１５年７月２２日） 

朝焼け（モルゲンロート）がきれいでしたのでカメラを手に家を飛び出しました。いつもの富士撮影

ポイントに到着した時には残念ながら、赤く映える空や富士山を見るには遅すぎました。時刻は午前４

時５３分。でも、朝の清々しさはまぶしく、稲はあたり一面に生えそろい、緑が目に沁みます。 

撮影ポイントは私たちの水田から北、100m程、農道からです。朝日を背に、西側の富士山を望みます。 

 

 

 北に目をやると大山がそ

びえます。緑は稲、穀倉地

帯を知ることができます。 

 

 大山は丹沢山塊の南面に

あたり、より南に進路を取

ると、相模湾に出ます。 

大山の姿は相模湾を航行す

る船舶の標識にされるそう

です。 
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７月２２日（水）  私たちの水田です。 

 

 

 

 富士山は、ハウス

の向こう。 

ここからは山頂だ

けが望めます。 
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田圃には十分な水が注がれ、稲の生育が促されます。７月２２日に撮影しました。 
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７月２４日（金）  水を落とし、田圃を乾燥させます。            

 

干し田、土用干しと云いま

す。苗が分けつすることを止

めて、まっすぐな根（直根）

を伸ばし、稲が倒れないよう

にします。 

 約１週間ほどの間です。 

その後、稲に花が咲くように

なる頃、再び田圃に水を入れ

ます。 

 

 

 

 

 

 残された足跡です。 

注意深く歩いたのでしょう、稲は踏まれていません。 

田の草取りの時、皆さんが歩いた後です。 

秋の稲刈りまで残っているでしょうか・・・。 

 

 青森県南津軽郡田舎館村の「垂柳遺跡」（たれやなぎ

いせき）には、弥生時代、約 2000 年前の水田の跡があ

ります。畔で区切られた田圃には大小 6～10人位の無数

の足跡が掘り出されました。おそらく親子そろって農作

業をした跡と考えられます。  よく似ています。 

   

 

機械を使わない水田耕作は、今回の体験行事のように、皆の共同作業で進められます。その姿は、昔

も今も変わりません。 


